
授業科目 担当者

開講時期 1学年後期 授業の方法 講義 単位数 1 時間数 15

授業概要

テキスト
参考文献

成績評価
の方法

専門課程シラバス

1・2 家族看護とは

3・4 家族看護の対象理解

5・6 家族看護の対象理解

7・8 家族看護を支える理論と介入法

9・10 家族看護を支える理論と介入法

11・12 家族看護展開の方法

13・14 事例に基づく家族看護学の実践

15    事例に基づく家族看護学の実践

　　　終講試験

終講試験、授業への取り組み、授業中の提出物、提出課題を含めた総合評価を行う。

使用しない。毎回資料を配布する。

中山幸輝

社会的変遷および価値観の多様化に伴い、家族の概念、形態・機能、家族の役割について理解
を深めることが求めら れている。家族の健康を支えるための、家族の機能や役割を理解するとと
もに変容する現代家族について概観し、家族支 援の理念と方法を学ぶ。

授業計画

家族論


